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数は 20個であった。妊娠症例における術前の不妊
期間の平均は、3.9年で最長は 17年であった。妊娠
症例では有意に手術時年齢と核出筋腫個数が少な
かった。
【考察】　当院で行った不妊症患者に対する腹腔鏡下
子宮筋腫核出術後の妊娠率は 52%であった。妊娠
に至った症例では術後早期の妊娠症例が多く、子宮
破裂などの周産期合併症も生じていないことから、
より術後早期の妊娠許可が可能ではないかと考えら
れた。
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ストレス状況における視覚性事象関連電位の変
化－中越沖地震の経験から
（立川メディカルセンター柏崎厚生病院精神科）
○星野　紀子、吉浜　　淳、松田ひろし 
（精神医学）　
　飯森眞喜雄
【目的】　2007年 7月 16日に発生した新潟中越沖地
震を経験した健常対象者に精神健康調査と視覚性事
象関連電位を継時的に行い、ストレス状況における
事象関連電位の変化について調べ、事象関連電位が
客観的なストレス指標となるか検討した。
【方法】　対象は 25歳から 65歳（平均 44.5歳）の
柏崎厚生病院職員 10名（男性 4名、女性 6名）で
ある。地震 2週後、8週後、16週後、さらに 1年後
にストループ課題を用いた視覚性事象関連電位を行
い、また地震以前に測定していたデータを含めて、
N100と P300の潜時、振幅、反応時間の変化を比較
した。また対象者には地震 2週後と 16週後に精神
健康調査票（GHQ-30）を行った。
【結果】　GHQ-30では、地震 2週後には総合得点は
高く精神健康度の低下が認められたが、16週後に
は改善傾向が見られた。事象関連電位では、潜時で
は、課題 Dの N100潜時において地震前と比べて 8
週後に有意な低下が認められた。振幅は、地震 2週
後に低下し、その後回復する傾向が課題により認め
られたが、有意差は認められなかった。課題 Aに
ついては、P300振幅のみ 2週後に増大したが、そ
の後減少する傾向が見られた。1年後にはほぼ地震
前の値に戻っていた。反応時間では変化は認められ
なかった。
【考察】　事象関連電位の振幅は、情報処理容量（処
理エネルギー量）を反映し、注意資源（処理容量）
の再配分に関わり、心的努力、確信度、認知的予知、
被験者にとっての刺激の持つ意味や誘因価、疲労、
覚醒度などにも関連して変動すると考えられてい
る。個体差や日内変動も認められるが、PTSDを含
めストレス状況では振幅の低下が報告されている。
ストレス状況での個人的な心理状況は複雑で、それ
を定量的に評価することは事象関連電位のみでは困
難であり、他の評価法と組み合わせて評価する必要
があると考えられた。
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非定型抗精神病薬による重度の認知症周辺症状
（BPSD）・せん妄の縦断的治療経過について
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【目的】　非定型抗精神病薬による重度の BPSD・せ
ん妄の縦断的治療経過について考察し、縦断的治療
経過中に認められる統合失調症における精神病後疲
弊状態様の副作用について発表し注意を喚起する。
【方法】　A. 2006年 4月から 2008年 12月の 33ヵ
月間に精神運動興奮状態で暴力行為を伴う重度の
BPSD・せん妄で当院入院、B. 治療開始後の横断的
な「BPSD・せん妄の重症度」と「その副作用」で
少量から漸増して決まる非定型抗精神病薬の維持投
与（28日間以上同用量投与した場合を維持投与と
する）で BPSD・せん妄が改善維持、A.と B.を満
たす全自験例の、1.『症例数』、2.『平均年齢』、3.『診
断』、4.『非定型抗精神病薬の 1症例あたりの平均
維持投与量』、5.『維持投与開始から副作用出現ま
での平均日数』、6.『副作用』、7.『副作用出現の原因』
を数値化する。
【結果】　1. 18例（男性 10例、女性 8例）。2. 80.5
±9.0 歳。3. probable AD 13 例、probable VD 3 例、
probable AD+VD 2 例。4. risperidone 2.39±2.12 mg
（15例で使用）、quetiapine 40.8±70.2 mg（8例で使
用）、olanzapine 0.14±0.59 mg（1例で使用） 、pero-
spirone 2.67±7.64 mg（4例で使用）。5. 80.2±42.1
日間。6. 全例で過鎮静と錐体外路症状。7。全例で
